
                      　次の記述ア～ウは，デュルケムが『自殺論』において論じた自殺の類型に関
するものである。記述と類型の組合せがいずれも妥当なのはどれか。
ア．社会的規制が過度に弱い状態で，人々の欲望が社会によって規制されなくなること

によって生じる自殺のことである。
イ．社会集団の統合度が過度に弱いときに，生きる意味や目的を失うことによって生じ
る自殺のことである。

ウ．社会集団の統合度が過度に強く，個人が集団の中に埋没している状況下で生じる自
殺のことである。

ア イ ウ
１．アノミー的自殺　　自己本位的自殺　　集団本位的自殺
２．アノミー的自殺　　集団本位的自殺　　宿命的自殺
３．自己本位的自殺　　アノミー的自殺　　集団本位的自殺
４．自己本位的自殺　　アノミー的自殺　　宿命的自殺
５．宿命的自殺　　　　自己本位的自殺　　アノミー的自殺


